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要 旨

日

本集成は、平成11・13年度の 2カ年にわたる群馬県埋蔵文化財調査事業団自主研究指定を受けた一部である。

今日までに発掘調査が進められてきた群馬県内の縄文時代の遺跡は数多く、それに伴って出土遺物も膨大な量となっ

ている。そうした資料による縄文時代研究は、各研究者によって探求されつつあるが、装身具等に至っては未だ対象と

されていないのが現状である。そこで本稿では、縄文時代の石製装身具についての資料集成と分類を行った。

群馬県内では、 500点以上の石製装身具が出土している。装身具は、日常に使用し身体に装飾するもの、或いは、死者

を埋葬するときに装飾するものなど多様な性格を持つが、使用の実態は不明なものが多い。これらの装身具について群

馬県内資料について資料集成を進めてきたが、今回は石製の装身具を取り上げた。

集成した石製装身具は、用途・形状等から映状耳飾り・箆状石製品・刀状石製品・墳状頸飾り・「の」字状石製品・勾

玉状石製品・棒状石製品・方形石製品・楕円形石製品・円形石製品・三角形石製品・玉・大珠•その他の石製品の14種

に形態分類している。今後の石製装身具を研究するための基礎資料としていきたい。
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1 はじめに

縄文時代の遺跡から発見される遺物は、多種多様なも

のが多い。その中で、日常生活を営むために使われた道

具を第一の道具、非日常的使われ方をする道具を第二の

道具と呼び縄文時代人の特性を表そうとしている。そう

いった中で、装身具は日常生活を営むために必要不可欠

なものではないと言った意味では第一の道具ではない

が、日常の場での使用も考えられ、第二の道具にするこ

とも難しい。野生の動物にとって身体の装飾は種の維持

に不可欠な部分である。人間にとっても同様に装飾する

ことは、種の維持を考えるならば本能に近い部分での働

きがあると考える。以上のように装身具に対する位置づ

けは、第一の道具、第二の道具と単純に割り切れるもの

ではなく多様な性格を持ったものと考える。

従来より装身具は、出土遺物として特異な形態から注

目されてきたが、集成や分類が出土の多さに比べ少ない

ものである。硬玉製大珠や映状耳飾などの定型的なもの

で型式として認められているものについての研究、集成

はある程度行われてきた。しかし、その他の装身具につ

いては、研究 ・集成は多くないのが現状である。今回、

身近なところで県内の装身具を集成し縄文時代の装身具

について考えてみたい。

集成に当たっては、多様な性格を持った装身具は、装

着される場（ステージ） ・材料 ・時期 ・装着方法・地域な

どを考慮に入れ、資料集成を行ってきた。一方で、発掘

報告書からの引用という一面もあり、報告者の記載によ

らなければならず、必ずしも統一的な集成が行われたと

はいえない。

今回は、石製品の資料について分類を行い公表する。

順次土製品等の装身具を集成公表し装身具のデータベー

スを作り研究の一助としたい。

なお、掲載資料の縮尺については、各報告書のままで

あるため統ーは図られていない。一覧表についても報告

書の記載をそのまま転載した。

2 石製装身具の分類

決状耳飾り （第1~6図）

峡状耳飾りを一括した。県内出土の装身具の中で最も

出土量が多く、その形状から外形が円形を呈するものを

I類、方形を呈するものII類、三角形を呈するものIII類、

小型のものをIV類と大別し、さらに各型の中を形状差か

ら細分した。以下、分類毎に説明を加える。

I類 外形が円形を呈するものを本類とした。内径の

大小、断面形状等から以下のa~fの 6細分される。

a (1~32) 

外径に対して内径が大きく、断面が円ないし楕円形

となり、細身のリング状を呈する一群である。完形と

なる出土資料は、現集成の中には見あたらない。 1は
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三ツ子沢中遺跡22号住居から、花積下層式土器と共に

出土している。 3~30は新堀東源ケ原遺跡出土のもの

で、 5が75号住居から花積下層 I式土器と共に出土し

ている。また、それ以外も花積下層 I式期に伴う資料

とされている。これらの出土例から、本類は前期初頭

期に多く見られるようである。

b (33~45) 

外径に対して内径が小さく、断面が円ないし楕円形

となり、やや肉厚な一群である。 37は曽木森裏遺跡8

号土坑から、諸磯b式土器と共に出土している。 42• 
43は行田梅木平遺跡476号土坑から、花積下層式土器と

共に出土している。 44• 45は中棚遺跡2号住居から、
有尾式 ・大木2a式土器と共に出土している。これら

の出土例から、本類は前期でも長い時間帯に存在する

ようである。

C (46~94) 

外径に対して内径が小さく、断面が扁平となる一群

である。中野谷松原遺跡出土の48はJ113住居、 53はJ

56住居、 54はJ78住居からで、それぞれ諸磯b式土器

と共伴している。 57は清水山遺跡2号住居から、諸磯

a式土器と共に出土している。 69は愛宕山遺跡74号土

坑から、諸磯b式土器と共に出土している。 71は行田

梅木平遺跡36号住居から、諸磯b式土器と共に出土し

ている。 72は行田梅木平遺跡63号住居から、有尾式土

器と共に出土している。 75は行田梅木平遺跡1号住居

から、諸磯a式土器と共に出土している。 80は芳賀団

地遺跡J36号住居から、黒浜式土器と共に出土してい

る。 83は鞘戸原II遺跡1号住居から、諸磯式土器と共

に出土している。 89は分郷八崎遺跡1号住居から、有

尾式土器と共に出土している。 94は切れ目が中途であ

り、未製品である。これらの出土例から、本類は前期

でも中葉以降に多く見られる。

d (95~110) 

外径に対して内径が小さく、断面が扁平気味で、や

や肉厚な一群である。101は白倉下原遺跡A区78号住居

から、諸磯 C式土器と共に出土している。 108は鞘戸原

II遺跡1号住居から、諸磯式土器と共に出土している。

110は切れ目が中途であり、未製品である。これらの出

土例から、本類は前期後葉に伴う傾向が窺える。

e (111~120) 

外径に対して内径が小さく、断面が扁平となり、内

径が上方へ寄ることで切れ目部が長くなる一群であ

る。 119は糸井宮前遺跡129号住居出土で、諸磯b式土

器と共伴している。この出土例から、本類は前期後葉

に伴う傾向が窺える。

f (121 • 122) 

a~e以外の断面形状のものである。121はbに属さ

れるとも思われるが、その断面形が正方形に近いこと



から分別した。三原田城遺跡7号住居から出土したも

ので、前期初頭の花積下層Ill式に伴う。また、 122は小

型ではあるが、管状に近い厚さをもち、他とは異なる

形状を呈している。五目牛清水田遺跡出土で、花積下

層式に伴うものと考えられる。この両例共に、前期で

も古い段階に伴うもので、今後の資料増加に期待した

し＼。

II類 外形が方形を呈するものを本類とした。断面形

状等から以下の a• bの2細分される。

a (123~125) 

外径に対して内径が小さく、断面が扁平となる一群

である。 123は中野谷松原遺跡J109号住居から、有尾

式土器と共に出土している。この例により、本類は前

期中葉に存在しているようである。

b (126) 

外径に対して内径が小さく、内径が上方へ寄ること

で切れ目部が長くなる一群である。土器と共伴する例

はないが、 I類aと共通する特徴からすれば、前期後

葉に伴う可能性が高い。

III類 外形が三角形を呈するものを本類としたが、127

の1点のみである。糸井宮前遺跡116号住居出土で、有

尾式・大木2a式土器と共伴している。この出土例か

ら、本類は前期中葉に存在しているようである。

IV類 小型のものを本類とした。 128の1点のみであ

る。新堀東源ケ原遺跡出土のもので、花積下層 I式期

に伴う資料とされている。同様のものは他県において

も出土しており、やはり前期初頭に伴うようである。

箆状石製品（第7図）

縦長で扁平な形状を呈し、上端（基部）付近に孔をも

つ類で、所謂「箆状石製品」とされてきたものである。

形状から分類できる要素をもつが、ここでは分類しない。

6・7・11の上端（基部）には、孔を貫くような溝状の

堀込みを両面にもつ。

1~8は新堀東源ケ原遺跡出土のもので、花積下層式

期に伴う資料とされている。 9は箱田遺跡群J19住居か

ら出土したもので、前期の関山 I式古段階の土器に伴う。

それ以外のものは、遺構出土であっても時期は不明。

刀状石製品（第8図）

上端（基部）付近に孔をもち、下端（先端）が刃部の

ごとく切っ先状に薄く尖る。その全体的な形状が小型な

状を呈していることから、箆状石製品から分別して刀状

石製品とした。

1は三原田城遺跡86号土坑から出土したもので、前期

初頭の花積下層III式に伴う。蛇紋岩製で、全面がかなり

丁寧に研磨されて光沢をもち、側縁の一方に両面からの

擦り切り痕を残し、もう一方の側縁は平坦となる。上端

群馬県内出土の縄文時代石製装身具集成

には、孔を貫くような溝状の堀込みを両面にもつ。図示

できなかったが、この三原田城遺跡例以外にも伊勢崎市

大上遺跡から出土している。ほぽ同形状で、溝状の堀込

み・擦り切り痕をもつ蛇紋岩製で、前期初頭に属するよ

うである。

瑣状頸飾り（第9図）

弧状ないし棒状の形状を呈し、全面および両端部まで

丁寧な研磨が施され、両端部付近に小孔が穿たれている

ものである。 『縄文時代 12号』に掲載された「「瑣状頸

飾り」について」（谷藤 2001)に準拠する石製品を、こ

の類とした。

1は坪井遺跡SI12住居から花積下層 I式・塚田式土器

と共に出土したもので、前期初頭に属される。 3は中野

谷松原遺跡J118住居から諸磯b式土器と共に出土して

いる。 2は小型なもので、 4は幅広な方形状を呈し、共

に時期不明。

「の」字状石製品（第10図）

平面形状がひらがなの「の」字状をする。断面は扁平。

中央の孔は装飾としての機能と考えられる。上端部にも

小さい孔が穿たれ、垂飾用或いは他の装身具と連結する

ためのものと考えられる。 1は、葉蟻石製で全体に擦痕

がみられ、作りは粗雑な感じがする。 2は、蛇紋岩製で

丁寧に磨き込まれている。前期末を主体とする遺跡から

出土している。

勾玉（第11図）

平面形状が勾玉状（牙歯状）になる。断面形は、丸み

を帯びたものや扁平なものがある。形状からIII類に分類

できる。

I類 (3~7)

孔が小さく端部によっているものが多い。全体に細

身で弧状を描くものが多く映状耳飾の半裁された形に

似ることから、峡状耳飾からの転用品と考えられる。

前期のものが多い傾向にある。

II類 (1、2、8、9)

頭部が胴部に比べ膨らみ、孔が全幅に対してやや大

きめに穿たれる。中期以降に多く見られるようである。

III類（10~12)

頭部が膨らみ、孔が大きい。頭部に刻みを持つこと

から丁字頭勾玉に分類できる。出土遺跡から、後期以

降に多く見られる。

棒状石製品（第12図）

平面形状が棒状を呈し、断面形が隅丸方形、或いは楕

円形をする。孔は、端部に穿たれる。孔の直径は本体に

比べ小さいものが多い。中期の遺跡から多く出土してい
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る。

方形石製品 （第13図）

平面形状は方形を呈し、断面形は扁平である。いわゆ

る板状のものである。孔は、端部に穿たれるものが多い。

1は、表面を磨き線刻を施す。 2~5は、表面を磨いた

研磨痕が見られる。 6~16についても表面は磨かれ滑ら

かである。前期以降の遺跡から出土しており、時期幅は

広い。

楕円形石製品 （第14図）

平面形状は楕円 ・長楕円形を呈する。断面形は、扁平

の板状である。孔は、端部に穿たれるものが多い。 7~12

については、孔が中央よりに穿たれる。これらのものは、

中期の遺跡から多く出土する傾向を持つが、時期幅は広

いと思われる。

円形石製品 （第15図）

平面形状は円形を呈し、断面形は扁平の板状である。

孔の形状により、以下の 3種類に分類される。なお、 I

類は後期、 II類は前期中葉から、III類は前期中葉の遺跡・

遺構から、多く出土している傾向が窺える。

I類 (3)

小孔が2カ所に穿たれる。

II類(1、 2、4、13~16)

孔は、直径に比べ小さく穿たれ、臼玉状になる。

III類 (5~12)

大形の孔を持ち、環状になる。 5、6は表面に線刻

を持つ。

三角形石製品 （第16図）

平面形状は三角形を呈する。断面は扁平の板状である。

孔は、上端に穿たれるものが多いが、 1は2カ所に穿孔

される。また、 7は、中央部に孔を持つ。 1~3は逆三

角形を呈する。時期は、前期以降の遺跡から出土してい

る。

玉 （第17~19図）

大珠を除く玉を一括した。その形状から、管玉状を呈

するものを 1類、棗玉状を呈するものをII類、小玉をIII

類と 3分類した。以下、分類毎に説明を加える。

I類管玉状 (1~21)

縦長で、側面が平坦となり、管状の形状を呈するも

のである。中には、側面がやや括れるものも含めてい

る。 1は三原田城遺跡2号住居から、花積下層III式土

器と共に出土している。 7• 8は八幡林古墳群から、

黒浜式土器と共に出土している。 13は箱田遺跡群

JPllO号土坑から、箆状石製品10と共に出土している。
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14は分郷八崎遺跡8号住居から、有尾式土器と共に出

土している。 15• 18は中野谷松原遺跡から出土したも

のであり、 15はJ80住居、 18はJ83住居からで、共に

諸磯b式土器に伴っている。 20は三原田遺跡2-9住

居からで、加曽利E3式土器と共に出土している。ま

た、 21は新堀東源ケ原遺跡出土のもので、花積下層式

期に伴う資料とされている。こうした出土例から、本

類は前期を通じて存在しているようであり、特に後期

以降に増加する傾向が見られる。

II類棗玉状 (22~83)

やや縦長となるが、側面形が膨らみ、棗状の形状を

呈するものである。 22~34は新堀東源ケ原遺跡出土の

完形品で、花積下層式期に伴う資料とされている。こ

の内、 23• 24 • 32 • 34は接合資料である。また、 44~83
は製作に関わる未製品ないし破損品と考えられるもの

である。 35は中野谷松原遺跡J7住居から、有尾式土

器と共に出土している。 38は三原田城遺跡70号土坑か

ら、花積下層III式土器と共に出土している。 40は鳥取

福蔵寺遺跡J1住居から、有尾式土器と共に出土して

いる。こうした出土例から、本類は前期初頭に多く伴

うようであるが、僅かに中期まで存在するようである。

III類小玉 (84~117)

I • II類とは異なり、小型のものを本類とした。

85~100 • 102~104 • 108は深沢遺跡から出土したもの

で、 85~97• 102~104はC区20号配石、 98はC区5号

配石、 99はC区9号配石、 100はC区27号配石からで、

いずれも後期の加曽利B式に伴っている。112は鞘戸原

II遺跡48号土坑から、諸磯b式土器と共に出土してい

る。 113は小仁田遺跡3号住居から、諸磯b式土器と共

に出土している。 115は新堀東源ケ原遺跡出土で、花積

下層式期に伴うとされている。117は五目牛清水田遺跡

4号住居から、花積下層II式土器と共に出土している。

こうした出土例から、本類は前期以降の縄文時代を通

じて存在しているようであり、特に後期以降に増加す

る傾向が見られる。

大珠 （第20図～22図）

石材から、 I類を硬玉製(1~5)、II類をその他の石

材 (7~19)に分類した。さらに八幡一郎、寺村光晴氏

らの分類に従い大珠の形状から、細分を行った。

I類石材が硬玉製のもの。

a (1~3) 

いわゆる鰹節形を呈するものである。 1は、南蛇井

増光寺遺跡ピットから出土している。 2は、小町田遺

跡の遺構外から出土。 3は、三原田遺跡中期後半の 3

-1住居から出土している。

b 不整形 (4~6)

自然石や転石をそのままの形で、あまり形を作らず



に表面を磨いたもの。 4は三原田遺跡、 5は鼻毛石中

山遺跡、 6は、白川傘松遺跡のいずれも中期後半の遺

構から出土している。

II類石材が硬玉以外のもの。

a (7) 

鰹節形を呈し、硬玉製大珠を模倣したものと考えら

れる。 7は、緑色片岩製のもので遺構外出土である。

b (8) 

形状が緒締形を呈する。中野谷松原遺跡から、蛇紋

岩製のものが1点出土している。

C (9~14) 

形状がら石斧形を呈するものである。今回の集成で

は、 9の資料は報告書によると、 I類の翡翠製となっ

ているが、観察では蛇紋岩と思われるので本類に入れ

た。 11は、下鎌田遺跡147号住居の中期の遺構から出土

している。 12~14は、神保植松遺跡出土のものでほぽ

中央に孔が穿たれている。遺構外出土のため時期は特

定できない。

d (15~23) 

不整形のもの。自然石や転石を利用している。表面

に研磨痕と自然面を残すものが多い。表面の研磨の丁

寧さなどから硬玉製大珠を模倣したものと考えられる

ものもあるが、自然面も多く残すものも多い。 15は、

軽石で敷石住居から出土している。 16は、蛇紋岩製で

前期の遺跡から出土しているなど素材の精緻や出土時

期等幅広いものがある。

e (24~30) 

形状は、楕円形を呈している。前項の楕円形石製品

よりやや大形。孔が中央よりにあるものが多く、硬玉

製大珠を模倣した小型のものと考えられるものもあ

る。時期は、中期以降のものが多い。

その他（第23図）

形状が不定形のものと、未製品（原石を含む）に分け

られる。

I類(1~8)

形状が不特定のものを一括した。 2は、中野谷松原

遺跡出土のもので三角形の形状で、縦に孔を穿ってい

る。時期は、 1、2とも前期と考えられる。 3は、形

状が「8」の字状になる。深沢遺跡出土のもので後期

と考えられる。 4は、頂部に突起を持ったもので突起

の下に孔を穿つ。下佐野遺跡出土で中期のものである。

5~8は、不定形で時期不明のものである。

II類 (9~17)

未製品で、いずれも新堀東源ヶ原遺跡出土のもので、

前期初頭とされている。 9• 10は原石に近い、荒割り

した素材である。 15~17には擦り切り痕が残されてい

るものである。

群馬県内出土の縄文時代石製装身具集成

以上、集成した石製装身具の分類を行ってきたが、集成

図、分類別一覧表、出土遺跡報告書（文献）一覧を併せ

て掲載する。
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映状耳飾り

番号 市町村名

1 榛名町

2 下仁田町

3 松井田町

4 松井田町

5 松井田町

6 松井田町

7 松井田町

8 松井田町， 松井田町
10 松井田町

1 1 松井田町

12 松井田町

13 松井田町

14 松井田町

15 松井田町

16 松井田町

17 松井田町

18 松井田町

19 松井田町

20 松井田町

21 松井田町

22 松井田町

23 松井田町

24 松井田町

25 松井田町

26 松井田町

27 松井田町

28 松井田町

29 松井田町

30 松井田町

31 赤城村

32 下仁田町

33 下仁田町

34 下仁田町

35 北橘村

36 子持村

37 富岡市

38 前橋市

39 月夜野町

40 赤堀町

41 赤堀町
42 松井田町

43 松井田町

44 昭和村

45 昭和村

46 安中市

47 安中市

48 安中市

49 安中市

50 安中市

51 安中市

52 安中市

53 安中市

54 安中市

55 安中市

56 笠懸町

57 笠懸町

58 吉井町
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遺跡名 分類 石 材

三ッ子沢中 I a 蛇紋岩
下鎌田 I a 硬質の白色岩
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
新堀東源ケ原 I a 滑石
三原田城 I a 蛇紋岩
下鎌田 I a 滑石
下鎌田 I b 滑石
下鎌田 I b 滑石
道訓前 I b 滑石
白井北中道II I b 葉ろう石
曽木森裏 I b 滑石
小島田八日市 I b 蛇紋岩
大友館址 I b 蛇紋岩
五目牛清水田 I b 葉ろう石
五目牛清水田 I b 葉ろう石
行田梅木平 I b 滑石
行田梅木平 I b 滑石
中棚 I b 甥瑞
中棚 I b 蛇紋岩
中野谷松原 I C 結晶片岩
中野谷松原 I C 蛇灰岩
中野谷松原 I C 滑石
中野谷松原 I C 結晶片岩
中野谷松原 I C 滑石
中野谷松原 I C 結晶片岩
中野谷松原 I C 蛇灰岩
中野谷松原 I C 蛇灰岩
中野谷松原 I C 滑石
中野谷松原 I C 蛇灰岩
清水山 I C 土製
清水山 I C 滑石
神保富士塚 I C 

縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

0.7 8.0 22号住居 68 

1172号土坑 55 

6.0 1.3 0.6 15.7 グリッド 58 

4.3 1.3 0.4 11. 7 グリッド 58 

15.6 75号住居 58 

5.5 1.4 0.9 13.2 グリッド 58 

4.4 1.0 0.7 7.6 グリッド 58 

4.2 1.1 0.7 7.1 グリッド 58 

4.7 1.1 0.8 6.5 グリッド 58 

3.2 0.9 0.6 5.0 グリッド 58 

2.0 1.8 0.5 4.0 グリッド 58 

3.6 0.8 0.7 3.6 グリッド 58 

2.5 0.9 0.6 2.6 グリッド 58 

2.2 0.8 0.5 2.5 グリッド 58 

3.3 1.2 0.6 5.1 グリッド 58 

4.2 1.0 0.7 6.1 グリッド 58 

3.3 1.5 1.3 8.8 グリッド 58 

2.6 1.1 0.5 グリッド 58 

2.6 1.0 0.6 2.9 グリッド 58 

4.0 1. 2 0.9 2.7 グリッド 58 

3.3 1. 4 0.9 6.4 グリッド 58 

3.3 1.3 1.0 6.3 グリッド 58 

3.1 1.0 0.7 6.3 グリッド 58 

3.2 0.9 0.6 3.7 グリッド 58 

3.2 1.1 0.8 3.5 グリッド 58 

2.3 1.1 0.8 3.8 グリッド 58 

2.2 1. 2 0.6 3.0 グリッド 58 

2.1 0.8 0.6 2.0 グリッド 58 

1.2 0.9 0.3 1.6 グリッド 58 

1.0 182号住居 58 

1.4 0.8 0.4 3.6 遺構外 22 

0.8 160号住居 55 

lOll号土坑 55 

遺構外 55 

3.6 3.8 1. 3 土坑 73 

(2. 3) (1.2) (0.5) 28.4 63 

2.6 2.5 1.1 (3.0) 8号土坑 50 

2.8 1.8 0.7 7.0 P54 41 

4.1 (2.6) 1.1 3.7 J -1 21 

2.5 (10.0) 38 

2.5 11.2 38 

3.2 3.5 1.0 2.7 476号土坑 56 

3.0 2.1 1.0 17.0 476号土坑 56 

6.7 2号住居 12 

13.0 4号住居 12 

7.0 遺構外 72 

遺構外 72 

113号住居 72 

31号住居 72 

遺構外 72 

62号住居 72 

遺構外 72 

56号住居 72 

78号住居 72 

遺構外 72 

遺構外 ， 
遺構外 ， 
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番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

59 北橘村 諏訪西 I C 蛇紋岩 3.1 1.9 0.5 4.5 56号土坑 16 
60 吉井町 神保植松 I C 砂岩 4.5 3.0 0.7 8.0 遺構外 24 
61 吉井町 神保植松 I C 滑石 4.7 3.4 1.0 15.4 遺構外 24 
62 吉井町 神保植松 I C 蛇紋岩 2.1 1.5 0.5 1. 9 遺構外 24 
63 吉井町 神保植松 I C 変質蛇紋岩 2.1 1.3 0.3 1.2 遺構外 24 
64 吉井町 神保植松 I C 蛇紋岩 1.4 1. 7 0.4 1. 9 遺構外 24 
65 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石質蛇紋岩 2.8 1.4 0.5 4.0 47 
66 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石質蛇紋岩 3.6 1.3 0.6 6.0 竪穴 47 
67 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石 3.1 1.8 0.5 4.0 P69 47 
68 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石 4.4 2.6 0.9 12.0 Pl90 47 
69 富士見村 愛宕山 I C 蛇紋岩 4.4 (4.4) 0.6 10.1 74号土坑 45 
70 北橘村 道訓前 I C 滑石 3.8 2.4 0.4 6.1 遺構外 73 
71 松井田町 行田梅木平 I C 滑石 3.4 4.2 0.4 12.0 36号住居 56 
72 松井田町 行田梅木平 I C 滑石 4.2 2.7 0.8 14.5 63号住居 56 
73 松井田町 行田梅木平 I C 蛇紋岩 3.7 1.5 0.6 5.5 1号配石墓群 56 
74 松井田町 行田梅木平 I C 滑石 2.1 1.9 0.4 2.2 遺構外 56 
75 松井田町 行田梅木平 I C 蛇紋岩 4.7 1.8 0.7 12.6 1号住居 56 
76 昭和村 中棚 I C 滑石 4.5 グリッド 12 
77 昭和村 中棚 I C 滑石 6.0 グリッド 12 
78 昭和村 中棚 I C 蛇紋岩 9.0 グリッド 12 
79 昭和村 中棚 I C 蛇紋岩 6.0 グリッド 12 
80 前橋市 芳賀団地 I C 蛇紋岩 4.0 4.2 1.0 25.0 J 36号住居址 29 
81 前橋市 芳賀団地 I C 蛇紋岩 2.5 (2.2) 0.6 7.0 J 51号住居址 29 
82 下仁田町 下鎌田 I C 滑石 遺構外 55 
83 富岡市 鞘戸原 I C 滑石 (2. 7) 0.3 1号住居址 35 
84 安中市 大下原 I C 滑石 遺構外 39 
85 富岡市 中高瀬観音山 I C 滑石質蛇紋岩 3.4 2.3 0.6 6.0 P89 47 
86 下仁田町 下鎌田 I C 滑石 93号住居 55 
87 子持村 吹屋中原 I C 変質蛇紋岩 63 
88 赤城村 見立溜井 I C 3.1 1.5 0.5 3.2 グリッド 14 
89 北橘村 分郷八崎 I C 蛇紋岩 3.1 0.9 0.4 2.7 1号住居 20 
90 子持村 吹屋中原 I C 包含層 63 
91 吉井町 多比良天神原 I C 牛伏砂岩 69 
92 吉井町 多比良天神原 I C 牛伏砂岩 69 
93 北橘村 真壁諏訪 I C 滑石 5.4 遺構外 66 
94 吉井町 神保植松 I C 砂岩 4.2 4.3 0.9 15.4 遺構外 24 
95 子持村 吹屋犬子塚 I d 葉ろう石 (3.1) (1. 5) (0.5) (5.0) 包含層 63 
96 赤城村 勝保沢中ノ山 I d 珊瑞 2.3 2.1 0.6 5.9 包含層 27 
97 安中市 中野谷松原 I d 蛇灰岩 遺構外 72 
98 安中市 中野谷松原 I d 結晶片岩 遺構外 72 
99 榛名町 白岩浦久保 I d 滑石 3.6 4.0 0.7 14.2 グリッド 70 
100 北橘村 分郷八崎 I d 滑石 3.1 (1.3) 0.9 6.6 140号土坑 20 
101 甘楽町 白倉下原 I d 滑石 3.2 3.3 1.2 20.0 A区78号住居 40 
102 下仁田町 下鎌田 I d 滑石 202号住居 55 
103 下仁田町 下鎌田 I d 滑石 遺構外 55 
104 渋川市 半田南原 I d 滑石 1.0 44 
105 吉井町 入野 I d グリッド 10 
106 月夜野町 前中原 I d 甥瑞 4.0 3 
107 昭和村 中棚 I d 滑石 3.3 グリッド 12 
108 富岡市 鞘戸原 I d 滑石 (3.0) 1.0 4.0 1号住居址 35 
109 前橋市 荒砥北三木堂 I d 2.2 1.2 2.3 Pl77 32 
llO 赤城村 三原田城 I d 蛇紋岩 3.0 2.9 0.9 11.6 25号土坑 22 
111 前橋市 荒砥北三木堂 I e 滑石 4.3 2.1 15.9 Pl77 32 
112 富岡市 南蛇井増光寺 I e 滑石 3.0 1. 7 0.5 3.8 P614 25 
113 前橋市 芳賀団地 I e 土製 29 
114 甘楽町 白倉下原 I e 葉ろう石 2.7 1. 7 0.5 3.5 c区50号住居 40 
115 松井田町 行田梅木平 I e 滑石 4.0 2.1 0.7 11.2 474号土坑 56 
116 松井田町 行田梅木平 I e 滑石 4.1 1.8 0.7 11.1 474号土坑 56 
117 吉井町 多比良天神原 I e 牛伏砂岩 69 
118 吉井町 多比良天神原 I e 牛伏砂岩 69 
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番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材

119 昭和村 糸井宮前 I e 玉ずい

120 北橘村 分郷八崎 I e 滑石

121 赤城村 三原田城 I f 滑石

122 赤堀町 五目牛清水田 I f 葉ろう石

123 安中市 中野谷松原 II a 滑石

124 下仁田町 下鎌田 Ila 凝灰岩

125 吉井町 神保植松 Ila 滑石

126 赤城村 三原田城 II b 滑石

127 昭和村 糸井宮前 III 滑石

128 松井田町 新堀東源ケ原 IV 滑石

箆状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材

1 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

2 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

3 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

4 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

5 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

6 松井田町 新堀東源ケ原 蛇紋岩

7 松井田町 新堀東源ケ原 滑石

8 松井田町 新堀東源ケ原 滑石， 北橘村 真壁諏訪 緑色片岩

10 北橘村 真壁諏訪 滑石

11 安中市 中野谷松原 蛇紋岩

12 吉井町 神保植松 蛇紋岩

13 榛名町 三ッ子沢中 蛇紋岩

刀状石製品

番号 1市町村名 1 遺跡名 1分類 1 石 材

1 赤城村 三原田城 蛇紋岩

墳状頸飾り

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材

1 長野原町 坪井 葉ろう石

2 藤岡市 藤岡北山B 石製

3 安中市 中野谷松原 滑石

4 富岡市 中高瀬観音山 滑石

「の」字状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材

1 富岡市 南蛇井増光寺 滑石

2 藤岡市 白石大御堂 蛇紋岩
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縦

4.0 

3.6 

2.4 

2.0 

3.1 

3.3 

3.5 

縦

6.3 

6.7 

5.0 

3.5 

3.0 

4.2 

4.2 

4.5 

12.6 

縦

10.2 

縦

1. 7 

縦

2.4 

4.3 

横 厚さ 重量 出土位置

2.1 3.0 6.9 129号住居

(2.3) 0.4 5.5 遺構外

1.1 0.8 3.8 7号住居

4.3 

109号住居

122号住居

2.3 0.4 2.4 遺構外

1.6 0.7 4.4 25号土坑

3.8 6.0 8.0 116号住居

0.8 0.7 3.4 グリッド

横 厚さ 重量 出土位置

2.1 0.8 15.8 グリッド

1.8 0.7 16.6 グリッド

1.6 0.7 11.4 グリッド

1.4 0.5 3.7 グリッド

2.2 0.6 6.1 グリッド

6.6 618号土坑

1.4 0.6 6.7 グリッド

2.1 0.5 8.1 グリッド

11.5 Jl9号住居址

21.1 土坑

2.0 0.6 8.7 遺構外

3.8 0.8 62.0 75号土坑

横 1 厚さ 1 重量 1 出土位置

z. 4 I o. 7 I 26. 8 I 86号土坑

横 厚さ 重量 出土位置

S112 

118号住居

3.0 0.3 3.0 P190 

横 厚さ 重量 出土位置

2.8 0.3 2.6 731号土坑

3.7 2.5 5.0 上谷戸調査区

文献

17 

20 

22 

38 

72 

55 

24 

22 

17 

58 

文献

58 

58 

58 

58 

58 

58 

58 

58 

66 

66 

72 

24 

68 

文献

22 

文献

71 

48 

72 

47 

文献

59 
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勾玉状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 妙義町 行沢大竹 II 滑石 遺構外 64 
2 安中市 中野谷松原 II 78号住居 72 
3 高崎市 乗附長坂 I 変質蛇紋岩 3.7 1. 7 0.3 3.9 遺構外 67 
4 大胡町 上大屋 I 滑石 グリッド 19 
5 松井田町 新堀東源ケ原 I 滑石 3.5 0.9 0.6 3.4 グリッド 58 
6 松井田町 新堀東源ケ原 I 滑石 5.5 68号住居 58 
7 松井田町 新堀東源ケ原 I 滑石 3.4 0.8 0.7 3.1 グリッド 58 
8 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 4.2 180号住居 58 ， 妙義町 行沢大竹 II 滑石 遺構外 64 
10 小野上村 藤田荻久保 III 滑石 2.6 1. 7 0.6 4.2 217号土坑 43 
11 前橋市 大道 III 安山岩 グリッド 31 
12 前橋市 大道 III 安山岩 グリッド 31 

棒状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 館林市 大袋 1 2.0 グリッド 4 
2 榛名町 白川傘松 葉ろう石 3.1 1.2 0.9 5.0 20号住居 54 
3 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.9 68号住居 58 
4 赤堀町 五目牛消水田 葉ろう石 4.7 9.2 38 
5 松井田町 新堀東源ケ原 滑岩 2.0 826号土坑 58 
6 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.4 189号住居 58 
7 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 1. 9 185号住居 58 
8 下仁田町 下鎌田 緑色片岩 グリッド 55 ， 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 5.7 0.8 0.9 6.9 グリッド 58 
10 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 5.0 1.2 0.8 6.9 グリッド 58 
11 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.9 1.0 0.8 5.4 グリッド 58 
12 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.7 1.2 0.8 5.7 グリッド 58 
13 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.3 1.1 0.6 4.4 グリッド 58 
14 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.2 1.0 0.7 3.6 グリッド 58 
15 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.8 0.9 0.6 3.9 グリッド 58 
16 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.5 0.9 0.5 2.5 グリッド 58 
17 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.2 0.6 0.4 0.9 グリッド 58 
18 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.3 1.0 0.6 3.4 グリッド 58 
19 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.3 1.1 0.6 3.3 グリッド 58 
20 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.4 0.8 0.5 2.6 グリッド 58 
21 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.5 0.7 0.5 2.1 グリッド 58 
22 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.9 0.9 0.6 2.2 グリッド 58 
23 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.8 0.8 0.6 2.0 グリッド 58 
24 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.3 1.0 0.5 2.2 グリッド 58 
25 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 1. 9 0.8 0.4 1.0 グリッド 58 
26 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.8 1.0 0.4 2.0 グリッド 58 
27 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.6 1.0 0.8 3.1 グリッド 58 
28 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.5 1.0 0.8 2.7 グリッド 58 
29 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.6 0.8 0.4 1.6 グリッド 58 
30 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.7 1.1 0.7 3.8 グリッド 58 
31 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.8 1.1 0.7 4.4 グリッド 58 
32 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.8 0.8 0.5 6.0 グリッド 58 
33 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 4.8 0.9 0.6 4.1 グリッド 58 
34 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.9 0.6 0.5 2.4 グリッド 58 
35 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.2 0.8 0.5 2.3 グリッド 58 
36 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.0 0.7 0.4 1.0 グリッド 58 
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方形状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.8 3.3 0.5 14.7 グリッド 58 

2 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.9 1. 7 0.7 5.8 グリッド 58 

3 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.9 1.1 0.6 3.0 グリッド 58 

4 昭和村 中棚 甥瑞 6.0 グリッド 12 

5 富岡市 中高瀬観音山 緑色片岩 4.3 2.0 0.4 6.0 Pl49 47 

6 大胡町 上ノ山 7.3 5.7 1. 9 42.0 グリッド 34 

7 大胡町 上ノ山 7.1 5.2 1.8 28.0 グリッド 34 

8 松井田町 行田梅木平 軽石 7.8 5.6 1.8 35.0 1号配石墓群 56 ， 松井田町 行田梅木平 軽石 7.1 4.6 1. 5 21.6 177号土坑 56 

10 大胡町 堀越西一丁田 軽石 3.0 3.6 1.1 3.7 遺構外 62 

11 松井田町 五料野ケ久保 軽石 (5.4) 5.0 0.9 20.0 グリッド 53 

12 昭和村 糸井宮前 砂岩 4.9 5.4 0.7 30.0 遺構外 17 

13 吉井町 神保植松 砂岩 5.9 3.4 0.6 16.3 遺構外 24 

14 吾妻町 郷原 翡翠 J 2号住居 11 

15 吉井町 神保植松 滑石 2.9 2.0 0.6 6.4 遺構外 24 

16 吉井町 神保植松 砂岩 3.0 3.2 1.5 15.8 遺構外 24 

楕円形状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.5 1. 9 0.4 4.6 グリッド 58 

2 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.1 2.0 0.4 4.8 グリッド 58 

3 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.3 2.1 0.6 6.1 グリッド 58 

4 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.1 0.9 0.3 1.1 グリッド 58 

5 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.4 2.0 0.5 2.6 グリッド 58 

6 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.0 1. 2 0.3 1.1 グリッド 58 

7 高崎市 乗附長坂 滑石 (3.8) 1.5 1.0 8.6 遺構外 67 

8 下仁田町 下鎌田 堆積岩 グリッド 55 ， 大胡町 稲荷窪B 4.4 3.4 0.9 23.4 61 

10 松井田町 五料野ケ久保 安山岩 4.0 2.3 0.9 12.2 グリッド 53 

11 下仁田町 下鎌田 堆積岩 629号土坑 55 

12 下仁田町 下鎌田 堆積岩 213号住居 55 

13 下仁田町 下鎌田 緑色片岩 161号住居 55 

円形状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.5 1.5 0.4 1. 4 グリッド 58 

2 吉井町 神保植松 II 滑石 1.8 2.5 0.9 4.7 遺構外 24 

3 明和町 矢島 I 砂岩 49 

4 吉井町 神保植松 II 滑石 1.8 1. 9 0.9 5.2 26号住居 24 

5 安中市 中野谷松原 III 牛伏砂岩 78号住居 72 

6 吉井町 神保植松 III 砂岩 3.8 3.2 1.1 13.4 遺構外 24 

7 北橘村 中畦 III 滑石 1.8 1.8 0.5 3.0 6号住居 12 

8 子持村 吹屋中原 III 珪質頁岩 包含層 63 ， 吉井町 神保植松 III 滑石 5.3 6.1 1.8 64.5 遺構外 24 

10 吉井町 神保植松 III 砂岩 3.5 2.0 0.8 5.3 28号住居 24 

11 吉井町 神保植松 III 滑石 2.9 1.4 0.7 3.5 26母住居 24 

12 吉井町 神保植松 III 蛇紋岩 2.6 1. 9 0.4 1.8 26号住居 24 

13 吉井町 神保植松 II 砂岩 4.3 4.4 0.9 23.5 35号住居 24 

14 昭和村 中棚 II 凝灰岩 15.0 グリッド 12 

15 吉井町 神保植松 II 砂岩 5.4 4.9 0.9 27.4 遺構外 24 

16 吉井町 多比良天神原 II 牛伏砂岩 69 
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三角形状石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 3.7 2.3 0.4 6.1 グリッド 58 
2 松井田町 新堀東源ケ原 滑石 2.5 2.6 0.6 4.3 グリッド 58 
3 吉井町 神保植松 砂岩 12.1 7.5 2.0 203.3 35号住居 24 
4 吉井町 神保植松 泥質凝灰岩 5.7 4.0 1. 4 31. 7 遺構外 24 
5 吉井町 神保植松 砂岩 5.4 7.2 1.1 35.9 遺構外 24 
6 吉井町 神保植松 砂岩 4.0 4.2 1.0 17.2 遺構外 24 
7 吉井町 神保植松 砂岩 4.3 4.5 0.7 12.0 遺構外 24 

玉

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 赤城村 三原田城 I 滑石 2.2 1.4 1.4 8.3 2号住居 22 
2 吉井町 神保植松 I 滑石 1.2 0.6 遺構外 24 
3 吉井町 神保植松 I 葉ろう石 1.5 1.1 遺構外 24 
4 吉井町 神保植松 I 葉ろう石 1. 7 0.7 遺構外 24 
5 北橘村 芝山 I ろう石 3.1 1.9 15.0 JP19 37 
6 沼田市 寺入 I 遺構外 18 
7 赤城村 八幡林 I 黒色で硬質 4号住居 5 
8 赤城村 八幡林 I 黒色で硬質 4号住居 5 ， 北橘村 道訓前 I 滑石 2.1 1.0 0.5 2.5 遺構外 73 
10 松井田町 行田梅木平 I 滑石 2.8 1.4 1.1 6.9 373号土坑 56 
11 松井田町 行田梅木平 I 遺構外 56 
12 松井田町 行田梅木平 I 滑石 1.8 1.1 0.4 0.5 遺構外 56 
13 北橘村 真壁諏訪 I 滑石 9.4 llO号土坑 66 
14 北橘村 分郷八崎 I 滑石 1. 7 1.0 0.3 1.0 8号住居 20 
15 安中市 中野谷松原 I 蛇灰岩 J -80号住居 72 
16 安中市 中野谷松原 I 蛇灰岩 72 
17 安中市 中野谷松原 I 蛇紋岩 72 
18 安中市 中野谷松原 I 蛇灰岩 J -83号住居 72 
19 赤堀町 五目牛清水田 I 葉ろう石 38 
20 赤城村 三原田 I 蛇紋岩 (2.1) 1.2 (1.2) (3.5) 2-9号住居 33 
21 松井田町 新堀東源ケ原 I 滑石 3.6 1.5 0.9 7.6 グリッド 58 
22 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.0 3.1 1. 9 27.8 グリッド 58 
23 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.0 3.0 1. 9 25.8 グリッド 58 
24 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.4 2.5 1.8 15.1 グリッド 58 
25 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.9 2.0 1. 7 16.3 グリッド 58 
26 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.5 1.8 1.6 10.6 グリッド 58 
27 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.6 1.8 1.5 9.7 グリッド 58 
28 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.5 1.8 1. 5 9.9 グリッド 58 
29 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1. 7 1. 6 9.1 グリッド 58 
30 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1.2 1.3 5.2 グリッド 58 
31 松井田町 新堀東源ケ原 I I 滑石 1.4 1.6 1.3 4.7 グリッド 58 
32 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1. 7 1.2 1.2 3.9 グリッド 58 
33 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.6 1.2 1.1 2.9 グリッド 58 
34 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.6 1.5 1.4 3.4 グリッド 58 
35 安中市 中野谷松原 II 翡翠 J-7号住居 72 
36 赤城村 見立溜井 II 1.4 1.0 2.4 グリッド 14 
37 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 10.7 902号土坑 58 
38 赤城村 三原田城 II 滑石 1.3 0.8 1.3 70号土坑 22 
39 子持村 吹屋中原 II 滑石 包含層 63 
40 前橋市 鳥取福蔵寺 II 滑石 (1. 9) 1.6 0.4 (2.4) J-1号住居址 60 
41 子持村 吹屋中原 II 翡翠 包含層 63 
42 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 7.5 178号住居 58 
43 月夜野町 深沢 II 滑石 1.1 1.0 0.9 0.7 c区20号配石 26 
44 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.4 2.3 1.6 15.2 グリッド 58 
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番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

45 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.1 2.5 1.1 9.8 グリッド 58 

46 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1. 9 0.7 5.3 グリッド 58 

47 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.7 1.8 0.9 6.8 グリッド 58 

48 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.5 1. 7 1.1 5.3 グリッド 58 

49 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.5 1.8 0.9 4.4 グリッド 58 

50 松井田町 新堀東塀ケ原 II 滑石 2.4 1.8 1.0 5.0 グリッド 58 

51 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 1.5 0.6 2.6 グリッド 58 

52 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 1. 7 0.8 3.3 グリッド 58 

53 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1.6 0.9 3.1 グリッド 58 

54 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 1. 7 0.8 4.4 グリッド 58 

55 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1.4 0.8 2.3 グリッド 58 

56 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.8 1.3 0.7 2.0 グリッド 58 

57 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.8 1.5 0.7 2.1 グリッド 58 

58 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 1.1 0.4 1.2 グリッド 58 

59 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.8 1.2 0.5 2.0 グリッド 58 

60 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.3 1.4 0.6 1.3 グリッド 58 

61 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.4 1.4 0.8 1.8 グリッド 58 

62 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.5 1.1 0.6 1.0 グリッド 58 

63 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 0.9 1.0 0.5 0.5 グリッド 58 

64 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.8 1.4 1.1 12.1 グリッド 58 

65 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 5.9 2.1 1.3 24.4 グリッド 58 

66 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 4.5 2.0 1.5 19.2 グリッド 58 

67 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.3 1.5 1.0 6.0 グリッド 58 

68 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.0 1.4 0.6 3.1 グリッド 58 

69 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.4 2.2 1.6 20.1 グリッド 58 

70 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.8 1.8 1. 5 12.1 グリッド 58 

71 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.2 1.5 1.1 5.7 グリッド 58 

72 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.2 2.1 1.0 10.4 グリッド 58 

73 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.6 1.5 0.8 5.4 グリッド 58 

74 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1. 7 1.3 0.9 3.2 グリッド 58 

75 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.7 2.1 1.0 11.2 グリッド 58 

76 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.0 1. 7 1.3 11. 7 グリッド 58 

77 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.3 1.8 1.2 8.6 グリッド 58 

78 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.5 2.2 1.0 5.8 グリッド 58 

79 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.4 1.5 0.7 2.1 グリッド 58 

80 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 1.6 1. 3 1.1 3.5 グリッド 58 

81 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 7.6 180号住居 58 

82 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 2.1 180号住居 58 

83 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 7.8 123号土坑 58 

84 赤城村 見立溜井 III 1. 9 1. 7 3.5 グリッド 14 

85 月夜野町 深沢 III 玉ずい 0.9 0.9 0.6 0.6 C区20号配石 26 

86 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.8 0.8 0.6 0.6 C区20号配石 26 

87 月夜野町 深沢 III 変質蛇紋岩 0.8 0.6 0.4 0.2 C区20号配石 26 

88 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.8 0.8 0.6 0.3 c区20号配石 26 

89 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.7 0.4 0.3 c区20号配石 26 

90 月夜野町 深沢 III 玉ずい 0.7 0.6 0.3 0.2 C区20号配石 26 

91 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.6 0.4 0.3 C区20号配石 26 

92 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.7 0.4 0.2 c区20号配石 26 

93 月夜野町 深沢 III 変質蛇紋岩 0.6 0.6 0.4 0.3 C区20号配石 26 

94 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.6 0.6 0.4 0.2 C区20号配石 26 

95 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.6 0.4 0.3 c区20号配石 26 

96 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 0.6 0.3 0.4 0.1 c区20号配石 26 

97 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 0.8 0.5 0.3 0.2 c区20号配石 26 

98 月夜野町 深沢 III 珪質変質岩 0.9 1.4 0.9 1.6 c区5号配石 26 

99 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 1.1 1.4 0.4 0.8 C区9号配石 26 

100 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 1.1 1.0 0.9 1.6 C区27号配石 26 

101 吉井町 神保植松 III 滑石 1.3 1.3 0.6 1.3 遺構外 24 

102 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.7 0.4 0.2 c区20号配石 26 

103 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.7 0.7 0.4 0.2 C区20号配石 26 

104 月夜野町 深沢 III 翡翠 0.6 0.6 0.4 0.1 C区20号配石 26 
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番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

105 吉井町 神保植松 III 滑石 2.2 2.2 1. 2 9.1 遺構外 24 

106 吉井町 神保植松 III 泥岩 2.0 2.2 0.7 3.9 遺構外 24 

107 渋川市 半田南原 III 滑石 2.2 0.5 44 

108 月夜野町 深沢 III 緑色珪質岩 1.1 1.0 0.5 0.5 c区20号配石 26 

109 松井田町 行田梅木平 III 滑石 1.2 1. 4 0.6 1.2 285号土坑 56 

llO 松井田町 行田梅木平 III 滑石 1.1 1.3 0.6 1.0 449母土坑 56 

111 明和町 矢島 III 49 

112 富岡市 鞘戸原 I III 滑石 2.6 48号土坑 35 

113 水上町 小仁田 III 珊瑞 3号住居址 15 

114 北橘村 分郷八崎 III 蛇紋岩 1.0 1.0 0.4 0.6 遺構外 20 

115 松井田町 新堀東源ケ原 III 滑石 1.0 1. 2 0.5 1.0 グリッド 58 
116 北橘村 分郷八崎 III 滑石 1. 7 1. 7 0.8 3.0 遺構外 20 

117 赤堀町 五目牛清水田 III 4号住居 38 

大珠

番号▲ 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重撮 出土位置 文献

1 富岡市 南蛇井増光寺 I a 翡翠 10.6 3.4 2.0 146.9 C5局住居 25 

2 太田市 小町田 I a 翡翠輝石質岩 11.6 3.8 2.4 158.0 13 

3 赤城村 三原田 I a 翡翠質石英 (7.9) 4.3 3.2 (142. 6) 3 -1号住居 33 
4 赤城村 三原田 I d 翡翠質石英 6.3 2.9 2.7 65.6 7 -13号住居 33 

5 宮城村 鼻毛石中山 I d 翡翠 6.9 3.3 2.2 65.6 51 

6 榛名町 白川傘松 I d 翡翠 7.0 3.3 2.4 110.0 55号土坑 54 

7 子持村 吹屋犬子塚 II a 緑色片岩 (4.0) 1.8 0.5 (6.0) 包含層 63 

8 安中市 中野谷松原 II b 蛇紋岩 72 ， 松井田町 八城二本杉東 II C 滑岩 5.7 2.3 1. 2 27.7 6号住居跡 57 

10 吉井町 多胡蛇黒 Ile 翡翠 7.3 4.7 1. 2 64.0 170号住居 36 

11 下仁田町 下鎌田 II C 蛇紋岩 147号住居 55 
12 吉井町 神保植松 Ile 砂岩 5.8 3.9 1.6 35.0 遺構外 24 

13 吉井町 神保植松 Ile 砂岩 4.6 4.9 1.0 27.3 遺構外 24 
14 吉井町 神保植松 II C 砂岩 5.2 6.0 0.8 28.8 遺構外 24 

15 松井田町 五料野ケ久保 II d 軽石 12.3 5.2 1. 7 60.0 1号敷石 53 
16 安中市 中野谷松原 II d 蛇紋岩 72 
17 下仁田町 下鎌田 II d 砂岩 199号住居 55 

18 吉井町 神保植松 II d 砂岩 7.7 6.3 1.6 80.6 遺構外 24 

19 藤岡市 上栗須寺前 II d 砂岩 8.0 5.5 80.0 Plll 7 
20 吉井町 神保植松 II d 砂岩 6.4 4.2 0.9 31.5 26号住居 24 
21 沼田市 寺入 II d 遺構外 18 

22 下仁田町 下鎌田 II d 緑色片岩 グリッド 55 
23 安中市 大下原 II d 軽石 遺構外 39 
24 沼田市 寺入 II e 5.0 7号住居址 18 

25 吾妻町 郷原 II e 軽石（軟質） J-2号住居址 11 

26 松井田町 五料野ケ久保 Ile 軽石 6.7 4.5 1. 7 20.0 グリッド 53 
27 大胡町 上ノ山 Ile 6.6 5.8 1.3 18.0 表土 34 
28 長野原町 坪井 II e 葉ろう石 3.0 2.4 1.1 12.3 SI05 71 
29 長野原町 坪井 Ile 葉ろう石 3.5 2.3 2.6 20.6 SllO 71 
30 群馬町 上野国分僧寺中間 II e A区309号土坑 23 
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その他の石製品

番号 市町村名 遺跡名 分類 石 材 縦 横 厚さ 重量 出土位置 文献

1 安中市 中野谷松原 I 滑石 1045号土坑墓 72 
2 安中市 中野谷松原 I 蛇紋岩 72 
3 月夜野町 深沢 I 変質凝灰岩 3.4 2.2 1.0 6.6 C区11号配石 26 

4 高崎市 下佐野 I 砂岩 6.8 5.6 0.9 33.5 I地区A区58号住居 28 

5 吉井町 多比良天神原 I 69 

6 吉井町 神保植松 I 砂岩 3.7 4.3 1.2 21. 9 遺構外 24 

7 富岡市 中高瀬観音山 I 流紋岩 4.7 2.6 1.0 10.0 Pl48 47 

8 下仁田町 下鎌田 I 滑石 遺構外 55 ， 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 8.2 3.3 1.1 47.1 グリッド 58 

10 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 6.7 3.8 1. 7 50.9 グリッド 58 
11 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.9 3.4 1.1 24.3 グリッド 58 

12 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 4.7 2.8 0.7 15.8 グリッド 58 
13 松井田町 新堀東源ケ原 I I 滑石 4.6 2.9 1.2 19.3 グリッド 58 
14 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 6.3 1.6 1.2 16.6 グリッド 58 

15 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 4.9 1.6 1.2 17.1 グリッド 58 

16 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.0 2.5 0.9 7.3 グリッド 58 
17 松井田町 新堀東源ケ原 II 滑石 3.5 1.0 0.6 4.4 グリッド 58 
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出土遺跡報告書（文献）一覧

文献番号 1発行年 l 書 名

1

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
5
6
5
7
 

1981 大原道東遺跡発掘調査報告書

1981 天竺南遺跡

1982 十二原遺跡・大原遺跡・前中原遺跡

1982 大袋 I遺跡発掘調査報告書

1982 八幡林古墳群及び縄文住居跡調査概報

1983 神保富士塚遺跡

1985 上栗須寺前遺跡群II

1985 荒砥前原遺跡・赤石城址

1985 清水山遺跡

1985 入野遺跡

1985 郷原遺跡

1985 中棚遺跡

1985 太田東部遺跡群

1985 見立溜井遺跡・見立大久保遺跡

1985 北貝戸遺跡・川上遺跡・小仁田遺跡

1986 中畦遺跡・諏訪西遺跡

1986 糸井宮前遺跡II

1986 寺入遺跡

1986 上大屋・樋越地区遺跡群

1986 分郷八崎遺跡

1986 三峰神社裏遺跡・大友館遺跡

1987 三原田城遺跡・八崎城址・八崎塚・上青梨子古墳

1987 上野国分僧寺・尼寺中間地域

1987 神保植松遺跡

1987 南蛇井増光寺遺跡V

1988 深沢遺跡・前田原遺跡

1988 勝保沢中ノ山遺跡 I

1989 下佐野遺跡II地区(2)

1990 芳賀東部団地遺跡III

1991 白石大御堂遺跡

1991 横俵遺跡群II

1992 荒砥北三木堂遺跡II

1992 三原田遺跡第3巻

1992 上野山遺跡・中川原遺跡群

1992 鞘戸原 I、鞘戸原II、西平原、野上地区遺跡群発掘調査報告書

1993 多胡蛇黒遺跡

1993 芝山遺跡

1993 五目牛清水田遺跡

1993 大下原遺跡・吉田原遺跡

1994 白倉下原・天引向原遺跡II

1994 小島田八日市遺跡

1994 西小路遺跡

1994 藤田荻久保遺跡発掘調脊報告書

1994 半田南原遺跡

1994 富士見地区遺跡群、愛宕山遺跡、初室古墳、愛宕遺跡、日向遺跡

1994 I El4保美地区遺跡群
1995 中高瀬観音山遺跡

1995 藤岡北山B遺跡

1995 矢島遺跡河川敷部分試掘調査報告書

1996 曽木森裏遺跡

1996 鼻毛石中山遺跡

1997 大胡西北部遺跡群堀越中道遺跡

1997 五料平遺跡・五料野ケ久保遺跡・五料稲荷谷戸遺跡

1997 白川傘松遺跡

1997 下鎌田遺跡

1997 行田梅木平遺跡

1997 八城二本杉東遺跡・行田大道北遺跡

発行所

館林市教育委員会

新里村教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

館林市教育委員会

赤堀村教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

吉井町教育委員会

吾妻町教育委員会

昭和村教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

赤城村教育委員会

水上町遺跡調査会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

沼田市埋蔵文化財発掘調査団

大胡町教育委員会

北橘村教育委員会

月夜野町教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

前橋市教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県企業局

大胡町教育委員会

富岡市教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

北橘村教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

安中市教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

大胡町教育委員会

小野上村教育委員会

渋川市教育委員会

富士見村教育委員会

藤岡市教育委員会

群馬県埋蔵文化財調査事業団

藤岡市教育委員会

明和町教育委員会

富岡市教育委員会

宮城村教育委員会

大胡町教育委員会

松井田町遺跡調査会

群馬県埋蔵文化財調在事業団

下仁田町遺跡調査会

松井田町遺跡調査会

松井田町遺跡調査会
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文献番号 発行年 書 名 発 行 所

58 1997 新堀東源ケ原遺跡 松井田町遺跡調査会

59 1998 南蛇井増光寺遺跡VI 群馬県埋蔵文化財調査事業団

60 1998 鳥取福蔵寺 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

61 1998 茂木遺跡群稲荷窪B地点遺跡 大胡町教育委員会

62 1998 大胡西北部遺跡群堀越西一丁田遺跡・堀越乙関替戸遺跡 大胡町教育委員会

63 1998 白井北中道II遺跡・吹屋犬子塚遺跡・吹屋中原遺跡 群馬県埋蔵文化財調査事業団

64 1999 八十連西久保遺跡・行沢大竹遺跡・行沢竹松遺跡・諸戸スサキ遺跡 妙義町教育委員会

65 1999 矢島遺跡東地区発掘調査報告書 明和町教育委員会

66 1999 箱田遺跡群（上原・三角遺跡）、真壁諏訪遺跡 北橘村教育委員会

67 2000 乗附長坂遺跡・乗附中原遺跡 群馬県埋蔵文化財調査事業団
68 2000 三ッ子沢中遺跡 群馬県埋蔵文化財調査事業団

69 2000 多比良天神原遺跡発掘調査報告書 吉井町教育委員会

70 2000 白川笹塚・白岩浦久保・白岩民部遺跡 群馬県埋蔵文化財調査事業団

71 2000 坪井遺跡II 長野原町教育委員会

72 2000 中野谷松原遺跡 安中市教育委員会

73 2001 道訓前遺跡 北橘村教育委員会
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